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第３章では、さらに１３，１４世紀の写本挿絵による英仏系統とナポリ系統の黙示録の成立と生成過程を
明らかにし、これら両系統の図像とカールシュテイン黙示録の図像の具体的な比較を行うことで、筆者は、
本壁画が双方の系統の図像を取捨選択し、編集して制作されたものであることを立証する。そして続く４章
では、様式的な観察法を取り入れつつ、ボヘミアの宮廷画家たちが具体的にどのような経路で両系統の黙示
録図像に接する機会があったのかについて検討が加えられる。さらに第５章では、上記の考察結果を踏まえ、
失われた壁画図像の部分を補い、カールシュテイン黙示録の全体構想を明確にすべく、オリジナルの状態の
復元が行われる。 
第６章では、壁画連作の中でも特徴的な図像として「黙示録の４騎手」、「天使と悪魔の戦い」、「太陽を纏
う女」の場面を取り上げる。そしてカールシュテインの壁画が単に伝統的な図像を踏襲しているだけではな
く、主として写本挿絵を通じて伝承された図像を壁画のモニュメンタルな画面に移植するにあたって、全く
新たな図像の解釈が立ち現れ、それは同時にアウグスティヌスの影響を受けた文人皇帝カール４世の黙示録
解釈とも合致することが確認される。 
最後の終章では、上記の成果をまとめ、あらためて１３世紀から１５世紀のデューラーの木版画に至る黙
示録図像の歴史の中で、カールシュテインの黙示録がどのように位置付けられ、その図像の展開にどのよう
な寄与を行っているのかが記述される。そして筆者はカールシュテインの壁画が、黙示録絵画という視点か
ら見て後期中世の絵画芸術の中で重要な位置を占める作品であることを論証しているのである。 
筆者の論文は、美術史上その重要性は知られているものの、複雑な建築史と結びつききわめて国際的な性
格をもつことからこれまで十分な考察の加えられてこなかった作品を果敢に取り上げ、総合的かつ具体的な
視点からその美術史的な意味にまで肉薄する野心的なものである。研究史はチェコ語文献も含めて十分に吟
味されており、そこには３年にわたるプラハ大学留学と長期にわたる現地調査の結果が反映されている。ま
た皇帝カール４世の著作と壁画の黙示録のテーマを結びつける解釈には説得力があり、断片的な形で残され
ている壁画の欠損部分を全体の図像学的関連から復元する手法にも見るべきものがある。反面、終章の評価
の部分では１５世紀に至る黙示録美術の歴史に目を向けているものの、それまでの各章に見られた記述の緻
密さにはやや欠ける憾みがある。しかし、いずれにせよ本論文は従来の研究に対する十分な検討のもとに、
作品に対する総合的な観点から膨大な資料を整理し、独自の見解を示すことに成功していると言う点で、十
分に課程博士論文に相応しい内容を備えたものということができよう。 
